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地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 一 層 の 充 実 

活動の経緯 
 

 「様々な景観形成等の共同活動を通じ、地域内のコミュニティの一層の充実
を目指す」を基本方針として掲げ、平成20年度から農事組合法人（当時は集
落営農組合）と農事支部らが協力し、「福島地区農地・水・環境保全組織」を
設立。 

小学校と連携した農業体験 

活動の概要 
 

休耕地を活用して「かき菜」を栽培、地元小学校と連携して、かき菜摘みの
体験学習を実施し収穫物を学校給食へ提供。また、同じく休耕地にて景観形成
活動（コスモス、小菊、シバザクラ、コキアの植栽）に取り組む。 

活動の成果、主な実績等 
 
〇平成21年度から、休耕地を利用した景観形成として観賞用に“かき菜”栽
培を開始。その後、食用に転換することにしたことで地域の小学校と連携を
開始し、体験学習の場として提供。 
〇体験で収穫したかき菜を学校給食に提供し、地産地消の推進や食農教育に
も貢献。 
〇景観形成活動として、休耕地にコスモスを植栽。21年から毎年「ふくじま
コスモス祭り」を実施し、地域交流に貢献。また、幹線水路脇にアジサイ、
道路脇に小菊、シバザクラ、コキアなどを植栽し、地域全体の景観を保全。 

農道沿いに植栽したシバザクラ 


